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(57)【要約】
【課題】　複数の書記体系を有する言語に従って書かれ
た所定の検索クエリーに関連する１つ又はそれよりも多
くのクエリーを識別する方法及びシステムを提供する。
【解決手段】　所定のクエリーに関連する１つ又はそれ
よりも多くのクエリーを識別するためのシステム及び方
法。本発明の方法は、複数の書記体系を有する言語の１
つ又はそれよりも多くの書記体系に従って書かれたクエ
リーを受け取る段階を含む。複数の書記体系を有する言
語の１つ又はそれよりも多くの書記体系に従って書かれ
たクエリーの候補セットが識別される。受け取られたク
エリーに対する１つ又はそれよりも多くのクエリーの類
似性を示すスコアが、候補セット内の１つ又はそれより
も多くのクエリーに対して計算される。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定のクエリーに関連する１つ又はそれよりも多くのクエリーを識別する方法であって
、
　複数の書記体系を有する言語の１つ又はそれよりも多くの書記体系に従って書かれたク
エリーを受け取る段階と、
　複数の書記体系を有する前記言語の１つ又はそれよりも多くの書記体系に従って書かれ
たクエリーの候補セットを識別する段階と、
　前記候補セット内の前記１つ又はそれよりも多くのクエリーに対して、前記受け取られ
たクエリーに対する該１つ又はそれよりも多くのクエリーの類似性を示すスコアを計算す
る段階と、
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記クエリーを受け取る段階は、１つ又はそれよりも多くの日本語書記体系の組合せに
従って書かれたクエリーを受け取る段階を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記クエリーの候補セットを識別する段階は、前記受け取られたクエリーに関連する１
組の１つ又はそれよりも多くのクエリーを識別する段階を含むことを特徴とする請求項１
に記載の方法。
【請求項４】
　前記受け取られたクエリーに関連する前記クエリーの候補セットを識別する段階は、１
つ又はそれよりも多くのクエリーログにおいて示されるような該受け取られたクエリーに
関連する１つ又はそれよりも多くのクエリーを識別する段階を含むことを特徴とする請求
項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記クエリーを受け取る段階は、日本語ひらがな書記体系に従って書かれたクエリーを
受け取る段階を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記クエリーを受け取る段階は、日本語カタカナ書記体系に従って書かれたクエリーを
受け取る段階を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記クエリーを受け取る段階は、日本語かな書記体系に従って書かれたクエリーを受け
取る段階を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記クエリーを受け取る段階は、日本語ローマ字書記体系に従って書かれたクエリーを
受け取る段階を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記クエリーを受け取る段階は、日本語ＪＡＳＣＩＩ書記体系に従って書かれたクエリ
ーを受け取る段階を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記クエリーを受け取る段階は、日本語漢字書記体系に従って書かれたクエリーを受け
取る段階を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記クエリーを受け取る段階は、語句を含む１組の用語を受け取る段階を含むことを特
徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記候補セット内の前記１つ又はそれよりも多くのクエリーに対するスコアを計算する
段階は、前記受け取られたクエリーに対する前記候補からの所定のクエリーの意味におけ
る類似性を示すスコアを計算する段階を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
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　スコアを計算する段階は、
　前記受け取られたクエリーの１つ又はそれよりも多くの文字をローマ字に変換する段階
と、
　前記候補セットから選択されたクエリーの１つ又はそれよりも多くの文字をローマ字に
変換する段階と、
　前記受け取られたクエリーと前記候補セットからの前記選択されたクエリーの間の文字
編集距離を計算する段階と、
　を含む、
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　スコアを計算する段階は、
　前記受け取られたクエリーの１つ又はそれよりも多くの文字をローマ字に変換する段階
と、
　前記候補セットから選択されたクエリーの１つ又はそれよりも多くの文字をローマ字に
変換する段階と、
　前記受け取られたクエリーと前記候補セットからの前記選択されたクエリーからスペー
ス文字を取り除く段階と、
　前記受け取られたクエリーと前記候補セットからの前記選択されたクエリーとの間の文
字編集距離を計算する段階と、
　を含む、
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　スコアを計算する段階は、
　前記受け取られたクエリーの１つ又はそれよりも多くの文字をローマ字に変換する段階
と、
　前記候補セットから選択されたクエリーの１つ又はそれよりも多くの文字をローマ字に
変換する段階と、
　前記受け取られたクエリー及び前記選択されたクエリー内のスペースで区切られた固有
の共起語の数を識別する段階と、
　前記受け取られたクエリーと前記選択されたクエリーの両方におけるスペースで区切ら
れた固有の語の総数を識別する段階と、
　両方のクエリー内のスペースで区切られた固有の共起語の前記数とスペースで区切られ
た固有の語の前記総数との商を計算する段階と、
　数値１と前記計算された商との間の差を計算する段階と、
　を含む、
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　スコアを計算する段階は、数字が、前記受け取られたクエリー又は前記候補セットから
選択されたクエリーに固有であるか否かを識別する段階を含むことを特徴とする請求項１
に記載の方法。
【請求項１７】
　スコアを計算する段階は、
　前記受け取られたクエリー及び前記候補セットから選択されたクエリー内の共起する日
本語漢字文字の数を識別する段階と、
　前記受け取られたクエリー及び前記候補セットからの前記選択されたクエリー内の固有
の日本語漢字文字の総数を識別する段階と、
　共起する日本語漢字文字の前記数と固有の日本語漢字文字の前記総数との商を計算する
段階と、
　数値１と前記計算された商との間の差を計算する段階と、
　を含む、
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　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　スコアを計算する段階は、
　前記受け取られたクエリーの１つ又はそれよりも多くの文字をローマ字に変換する段階
と、
　前記候補セットから選択されたクエリーの１つ又はそれよりも多くの文字をローマ字に
変換する段階と、
　前記受け取られたクエリーと前記選択されたクエリーとが共通して有するローマ字の数
を計算する段階と、
　を含む、
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　スコアを計算する段階は、前記受け取られたクエリー又は前記候補セットから選択され
たクエリーのいずれかが、非ローマ字文字を包含するか否かを識別する段階を含むことを
特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
　スコアを計算する段階は、
　前記受け取られたクエリーの１つ又はそれよりも多くの日本語漢字文字を日本語かな文
字に変換する段階と、
　前記候補セットから選択されたクエリーの１つ又はそれよりも多くの日本語漢字文字を
日本語かな文字に変換する段階と、
　前記受け取られたクエリー及び前記候補セットからの前記選択されたクエリーから全て
の非日本語文字を取り除く段階と、
　前記受け取られたクエリーと前記候補セットからの前記選択されたクエリーとの間の文
字編集距離を計算する段階と、
　を含む、
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項２１】
　スコアを計算する段階は、前記候補セットからの選択されたクエリーが、１つ又はそれ
よりも多くのクエリーログ内で前記受け取られたクエリーに続く頻度と、該１つ又はそれ
よりも多くのクエリーログ内の該受け取られたクエリーの頻度との商を計算する段階を含
むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項２２】
　分配のために前記候補セットからの前記クエリーの１つ又はそれよりも多くを選択する
段階を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項２３】
　分配のために前記候補セットからの前記クエリーの１つ又はそれよりも多くを選択する
段階は、所定の閾値を超えるスコアを有する１つ又はそれよりも多くのクエリーを選択す
る段階を含むことを特徴とする請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　所定の閾値を超えるスコアを有する前記候補セットからの前記１つ又はそれよりも多く
のクエリーを分配する段階を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項２５】
　前記候補セットからの前記１つ又はそれよりも多くのクエリーを分配する段階は、該１
つ又はそれよりも多くのクエリーをウェブページに組み込む段階を含むことを特徴とする
請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　所定のクエリーに関連する１つ又はそれよりも多くのクエリーを識別するためのシステ
ムであって、
　複数の書記体系を有する言語の１つ又はそれよりも多くの書記体系に従って書かれたク
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エリーを受け取り、かつ
　複数の書記体系を有する前記言語の１つ又はそれよりも多くの書記体系に従って書かれ
た１つ又はそれよりも多くのクエリーの候補セットを識別する、
　ように作動する検索エンジンと、
　前記受け取られたクエリーと前記候補セット内の前記１つ又はそれよりも多くのクエリ
ーとを１つ又はそれよりも多くの文書フォーマットに変換するように作動する変換構成要
素と、
　前記受け取られたクエリーに対する前記１つ又はそれよりも多くのクエリーの類似性を
示す、前記候補セット内の前記１つ又はそれよりも多くのクエリーに対するスコアを計算
するように作動する類似性構成要素と、
　を含むことを特徴とするシステム。
【請求項２７】
　前記検索エンジンは、１つ又はそれよりも多くの日本語書記体系に従って書かれたクエ
リーを受け取るように作動することを特徴とする請求項２６に記載のシステム。
【請求項２８】
　前記検索エンジンは、前記受け取られたクエリーに関連する１つ又はそれよりも多くの
クエリーから成る候補セットを識別するように作動することを特徴とする請求項２６に記
載のシステム。
【請求項２９】
　前記検索エンジンは、前記受け取られたクエリーに関連する１つ又はそれよりも多くの
クエリーを識別するために１つ又はそれよりも多くのクエリーログを検索するように作動
することを特徴とする請求項２８に記載のシステム。
【請求項３０】
　前記変換構成要素は、１つ又はそれよりも多くの書記体系に従ってクエリーを１つ又は
それよりも多くの文書フォーマットに変換するように作動することを特徴とする請求項２
６に記載のシステム。
【請求項３１】
　前記類似性構成要素は、前記受け取られたクエリーに対する前記候補セットから選択さ
れたクエリーの意味における類似性を示すスコアを計算するように作動することを特徴と
する請求項２６に記載のシステム。
【請求項３２】
　前記類似性構成要素は、前記受け取られたクエリーと前記候補セットから選択されたク
エリーとの間の文字編集距離を計算するように作動することを特徴とする請求項２６に記
載のシステム。
【請求項３３】
　前記類似性構成要素は、
　前記受け取られたクエリー及び前記選択されたクエリー内のスペースで区切られた固有
の共起語の数を識別し、
　前記受け取られたクエリー及び前記選択されたクエリーの両方におけるスペースで区切
られた固有の語の総数を識別し、
　両方のクエリー内のスペースで区切られた固有の共起語の前記数とスペースで区切られ
た固有の語の前記総数との商を計算し、かつ
　数値１と前記計算された商との間の差を計算する、
　ように作動する、
　ことを特徴とする請求項２６に記載のシステム。
【請求項３４】
　前記類似性構成要素は、数字が、前記受け取られたクエリー又は前記候補セットから選
択されたクエリーに固有であるか否かを識別するように作動することを特徴とする請求項
２６に記載のシステム。
【請求項３５】
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　前記類似性構成要素は、
　前記受け取られたクエリー及び前記候補セットから選択されたクエリー内の共起する日
本語漢字文字の数を識別し、
　前記受け取られたクエリー及び前記候補セットからの前記選択されたクエリー内の固有
の日本語漢字文字の総数を識別し、
　共起する日本語漢字文字の前記数と固有の日本語漢字文字の前記総数との商を計算し、
　数値１と前記計算された商との間の差を計算する、
　ように作動する、
　ことを特徴とする請求項２６に記載のシステム。
【請求項３６】
　前記類似性構成要素は、前記受け取られたクエリーと前記候補セットから選択されたク
エリーとが共通して有する文字の数を計算するように作動することを特徴とする請求項２
６に記載のシステム。
【請求項３７】
　前記類似性構成要素は、前記受け取られたクエリー又は前記候補セットから選択された
クエリーが、所定の書記体系の１つ又はそれよりも多くの文字を包含するか否かを識別す
るように作動することを特徴とする請求項２６に記載のシステム。
【請求項３８】
　前記類似性構成要素は、前記候補セットから選択されたクエリーが、１つ又はそれより
も多くのクエリーログ内で前記受け取られたクエリーに続く頻度と、該１つ又はそれより
も多くのクエリーログ内の該受け取られたクエリーの頻度との商を計算するように作動す
ることを特徴とする請求項２６に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　著作権通知
　本特許文書の開示の部分は、著作権保護された材料を包含する。著作権所有者は、「特
許及び商標事務所」特許ファイル又は記録に現れる場合の本特許文書又は特許開示の他者
によるファクシミリ複製に異議はないが、それ以外は全ての著作権を保有するものである
。
【０００２】
　関連出願への相互参照
　本出願は、各々が本明細書においてその全内容が引用により組み込まれている以下の係
属中の出願に関連する。
　・２００５年８月１０日出願の「代替検索クエリーを判断するためのシステム及び方法
」という名称の米国特許出願出願番号第１１／２００、８５１号、及び
　・２００５年１１月９日出願の「モジュラー最適化動的セット」という名称の米国特許
仮出願第６０／７３６、１３３号。
【０００３】
　本発明は、一般的に、複数の書記体系を有する言語に従って書かれた所定の検索クエリ
ーに関連する１つ又はそれよりも多くのクエリーを識別する方法及びシステムを提供する
。より具体的には、本発明は、複数の書記体系を有する言語の１つ又はそれよりも多くの
書記体系の組合せに従って書かれた検索クエリーを受け取り、クエリーの候補セットから
１つ又はそれよりも多くの関連するクエリーを識別する方法及びシステムを提供する。
【背景技術】
【０００４】
　「ワールド・ワイド・ウェブ」（ウェブ）を通じてユーザに利用可能な「インターネッ
ト」及び多数のウェブページ、メディアコンテンツ、広告などの進歩と共に、ウェブから
該当する情報を取得するための能率化された手法をユーザに供給する必要が生じている。
このような情報を取得するユーザの必要性を満たすために、検索システム及び処理が開発
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されている。このような技術の例は、Ｙａｈｏｏ！、Ｇｏｏｇｌｅ、及び他の検索プロバ
イダウェブサイトを通じてアクセス可能である。
【０００５】
　現在、ユーザは、コンテンツを検索して取り出すためにワイドエリアネットワーク、例
えば「インターネット」へのアクセスを備えたクライアントデバイス（パーソナルコンピ
ュータ（ＰＣ）、ＰＤＡ、スマートフォンなど）を利用することができる。一般的に、ユ
ーザは、クライアントデバイスを通じてクエリーを入力し、検索処理は、クエリーに関連
したリンク、文書、ウェブページ、広告などのような１つ又はそれよりも多くのコンテン
ツの項目を戻す。所定のクエリーに応答して戻されるコンテンツの項目は、ユーザが実際
に求めていたサブジェクト又はトピックに密接に関連することもあり、又は全く関連しな
いこともある。取り出されたコンテンツの項目が所定のクエリーにどのくらい近く関連す
るかに基づいて測ることができる所定の検索の成功は、検索クエリーの適正な解釈に大き
く依存する場合がある。
【０００６】
　クエリーは、１つ又はそれよりも多くの語及び語句から作られる。しかし、人間ユーザ
によって入力されたクエリーは、所定のユーザが求めているコンテンツを適切に表わせな
いことが多い。更に、ユーザは、求めているコンテンツの一般的な又は漠然とした知識し
か持たない可能性がある。例えば、ユーザが、テレビで宣伝された製品に対してＹａｈｏ
ｏ！検索エンジンを使用して検索を行いたい場合がある。ユーザは、製品の名前、製造業
者などを知らない場合があり、製品を一般的に表現することができるのみである場合があ
る。従って、ユーザによって作成されたクエリーが広義すぎて、ユーザによって求められ
たコンテンツに全く関係ないコンテンツ項目の検索をもたらす。同様に、ユーザによって
選択されたクエリー用語は、製品を適切に表現できない場合があり、たとえあったとして
もごく少ないコンテンツ項目の取り出しをもたらす。
【０００７】
　所定のクエリーに関連すると考えられるクエリーの候補セットを生成する現在の技術は
公知である。例えば、ユーザは、「アップル（登録商標）ＭＰ３プレーヤ」というクエリ
ーを入力することができ、「ＩＰＯＤ（登録商標）」、「Ｉｔｕｎｅｓ（登録商標）」な
どのような１つ又はそれよりも多くの関連するクエリーを表示される。しかし、検索プロ
バイダは、所定のクエリーに意味において最も該当するか又は密接に関連する１つ又はそ
れよりも多くのクエリーをクエリーの候補セットから識別するという問題を呈示される。
更に、日本語のようなある一定の言語は、複数の書記体系を有し、これは、所定のクエリ
ーに意味において最も該当するか又は類似のクエリーをクエリーの候補セットから識別す
るという複雑さを更に増大させる。例えば、検索エンジンに提出された単一の日本語のク
エリーは、漢字、カタカナ、ひらがな、ＪＡＳＣＩＩ、ＡＳＣＩＩなどのような１つ又は
それよりも多くの日本語書記体系の様々な組合せに従って書かれる場合がある。日本語の
漢字書記体系に従って書かれたクエリーは、日本語のカタカナ及びひらがな書記体系に従
って書かれたクエリーとは全く異なるように見えるであろうが、２つのクエリーは、非常
に類似又は同一の意味を有する場合がある。
【０００８】
　更に、Ｙａｈｏｏ！、ＭＳＮ、又はＧｏｏｇｌｅのような検索プロバイダは、広告主が
、クエリーに応答して１つ又はそれよりも多くの広告を表示させるために用語に対して入
札することができる入札市場を利用することができる。例えば、１つ又はそれよりも多く
の広告主は、ラップトップコンピュータに対する１つ又はそれよりも多くの広告を表示し
たい場合があり、従って、「ノートブックコンピュータ」という用語に対して入札するこ
とができる。しかし、「ノートブックコンピュータ」という用語は、日本語のような複数
の書記体系を有する言語の１つ又はそれよりも多くの書記体系に従って書くことができる
。例えば、「ノートブックコンピュータ」という用語は、日本語ひらがな書記体系、日本
語カタカナ書記体系などに従って書くことができる。
【０００９】
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　ユーザは、日本語カタカナ書記体系に従って書かれた「ノートブックコンピュータ」と
いう用語を含むクエリーをＹａｈｏｏ！のような所定の検索プロバイダに提出することが
できる。カタカナ用語「ノートブックコンピュータ」に対する関連の入札値を有する１つ
又はそれよりも多くの広告が取り出されて、ユーザに表示することができる。入札市場で
は、カタカナ語「ノートブックコンピュータ」に対して最も大きな入札値を供給した広告
主に関連付けられた広告が、ウェブページの最も目立つ、例えば、広告のランク付けリス
トで一番にランク付けされ、所定の検索結果ページの最上部に表示される位置に表示され
る、等々である。
【００１０】
　ユーザが、表示された広告の１つ又はそれよりも多くを選択した場合、検索プロバイダ
は、選択された広告に関連付けられた広告主に広告主の指し値に基づく金額を請求するこ
となどにより、ユーザの選択を貨幣化することができる。しかし、１つ又はそれよりも多
くの用語に対する関連の指し値を有する広告のみを取り出して表示することは、所定の検
索プロバイダへの収入のかなりの損失をもたらすであろう。例えば、ユーザが、１つ又は
それよりも多くの広告主によって入札されていない用語から成るクエリーを入力した場合
、検索プロバイダは、ユーザにどの広告も戻すことができず、ユーザがどの結果も選択で
きないことになるので、検索プロバイダに収入の損失をもたらす。上述の例に関して、ユ
ーザによって入力されたクエリーがカタカナ用語「ノートブックコンピュータ」を含まず
、しかし、代わりにひらがな用語「らっぷとっぷこんぴゅーた」を含んでいた場合、検索
プロバイダは、カタカナクエリー「ラップトップコンピュータ」とひらがなクエリー「の
ーとぶっくこんぴゅーた」の意味の類似性にも関わらず、目標の広告を適正に表示できな
い場合がある。
【００１１】
　所定のクエリーに意味において同一又は類似の１つ又はそれよりも多くのクエリーをク
エリーの候補セットから識別するための技術は存在するが、既存の技術は、単一の書記体
系に従って書かれた言語に制限される。従って、現在の技術は、複数の書記体系を有する
言語の１つ又はそれよりも多くの書記体系に従って書かれたオリジナルのクエリーに意味
において最も該当するか又は密接に関連するクエリーの識別を提供できない。既存の技術
に関連した欠点を克服するために、本発明は、複数の書記体系を有する言語の１つ又はそ
れよりも多くの書記体系に従って書かれた所定の検索クエリーに関して意味において最も
類似する１つ又はそれよりも多くのクエリーを関連するクエリーの候補セットから識別す
るためのシステム及び方法を提供する。
【００１２】
【特許文献１】米国特許出願出願番号第１１／２００、８５１号
【特許文献２】米国特許仮出願第６０／７３６、１３３号
【発明の開示】
【００１３】
　本発明は、所定のクエリーに関連する１つ又はそれよりも多くのクエリーを識別する方
法及びシステムに関連する。本発明の方法は、複数の書記体系を有する言語の１つ又はそ
れよりも多くの書記体系に従って書かれたクエリーを受け取る段階を含む。本発明の一実
施形態によると、受け取られたクエリーは、日本語のひらがな、カタカナ、かな、ローマ
字、ＪＡＳＣＩＩ、及び漢字書記体系を含む１つ又はそれよりも多くの日本語書記体系の
組合せに従って書かれたクエリーを含む。
【００１４】
　受け取られたクエリーに付随する複数の書記体系を有する言語の１つ又はそれよりも多
くの書記体系に従って書かれたクエリーの候補セットが識別される。本発明の一実施形態
によると、クエリーの候補セットは、１つ又はそれよりも多くのクエリーログにおいて指
示されたような受け取られたクエリーに関連する１つ又はそれよりも多くのクエリーを含
む。
　本方法は、受け取られたクエリーに対する１つ又はそれよりも多くのクエリーの類似性
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を示す候補セット内の１つ又はそれよりも多くのクエリーに対するスコアを計算する段階
を更に含む。候補セット内の１つ又はそれよりも多くのクエリーに対して計算されたスコ
アは、受け取られたクエリーに対する候補セットからの所定のクエリーの意味における類
似性を示している。本発明の一実施形態によると、スコアを計算する段階は、各クエリー
の１つ又はそれよりも多くの文字をローマ字に変換した後で、受け取られたクエリーと候
補セットから選択されたクエリーとの間の文字編集距離を計算する段階を含む。本発明の
別の実施形態によると、スコアを計算する段階は、各クエリーの１つ又はそれよりも多く
の文字をローマ字に変換して各クエリーからスペース文字を取り除いた後で、受け取られ
たクエリーと候補セットから選択されたクエリーとの間の文字編集距離を計算する段階を
含む。本発明の更に別の実施形態によると、スコアを計算する段階は、受け取られたクエ
リーと候補セットから選択されたクエリーとの文字をローマ字に変換する段階、及び１と
、受け取られたクエリーと選択されたクエリーにおけるスペースで区切られた固有の共起
語の数と両方のクエリーにおけるスペースで区切られた固有の語の総数との商との間の差
を計算する段階を含む。
【００１５】
　本発明の更に別の実施形態によると、スコアを計算する段階は、数字が、受け取られた
クエリーと候補セットから選択されたクエリーとに固有のものであるか否かを識別する段
階を含む。更に別の実施形態によると、スコアを計算する段階は、値１と、受け取られた
クエリーと候補セットからの選択されたクエリーとにおける共起日本語漢字文字の数と、
受け取られたクエリーと候補セットからの選択されたクエリーとにおける固有の日本語漢
字文字の総数との商との間の差を計算する段階を含む。本発明の別の実施形態によると、
スコアを計算する段階は、受け取られたクエリー及び候補セットから選択されたクエリー
の１つ又はそれよりも多くの文字をローマ字に変換する段階と、これらのクエリーが共通
して有するローマ字の数を計算する段階とを含む。本発明の更に別の実施形態によると、
スコアを計算する段階は、受け取られたクエリー又は候補セットからの選択されたクエリ
ーのいずれかが非ローマ字文字を包含するか否かを識別する段階を含む。本発明の更に別
の実施形態によると、スコアを計算する段階は、各クエリーの日本語漢字文字を日本語か
な文字に変換して各クエリーから全ての非日本語文字を取り除いた後で、受け取られたク
エリーと候補セットからの選択されたクエリーとの間の文字編集距離を計算する段階を含
む。更に別の実施形態によると、スコアを計算する段階は、候補セットからの選択された
クエリーが１つ又はそれよりも多くのクエリーログ内で受け取られたクエリーに続く頻度
と、１つ又はそれよりも多くのクエリーログ内の受け取られたクエリーの頻度との商を計
算する段階を含む。
【００１６】
　本方法は、分配のために候補セットからクエリーの１つ又はそれよりも多くを選択する
段階を更に含む。本発明の一実施形態によると、分配のために候補セットから選択された
１つ又はそれよりも多くのクエリーは、所定の閾値を超えるスコアを有するクエリーを含
む。分配のために選択された１つ又はそれよりも多くのクエリーは、分配することができ
る。本発明の一実施形態によると、分配のために選択されたクエリーは、１つ又はそれよ
りも多くのウェブページに組み込まれる。
【００１７】
　本発明は、所定のクエリーに関連する１つ又はそれよりも多くのクエリーを識別するた
めのシステムにも関連する。本発明のシステムは、複数の書記体系を有する言語の１つ又
はそれよりも多くの書記体系に従って書かれたクエリーを受け取るように作動する検索エ
ンジンを含む。本発明の一実施形態によると、検索エンジンは、１つ又はそれよりも多く
の日本語書記体系に従って書かれたクエリーを受け取るように作動する。検索エンジンは
、受け取られたクエリーに付随する複数の書記体系を有する言語の１つ又はそれよりも多
くの書記体系に従って書かれた１つ又はそれよりも多くのクエリーの候補セットを識別す
るように更に作動する。本発明の一実施形態によると、検索エンジンは、１つ又はそれよ
りも多くのクエリーログにおいて指示されたような受け取られたクエリーに関連する１つ
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又はそれよりも多くのクエリーから成る候補セットを識別するように作動する。
　変換構成要素は、受け取られたクエリーと候補セット内の１つ又はそれよりも多くのク
エリーとを１つ又はそれよりも多くの文書フォーマットに変換するように作動する。本発
明の一実施形態によると、変換構成要素は、１つ又はそれよりも多くの書記体系に従って
クエリーを１つ又はそれよりも多くの文書フォーマットに変換するように作動する。
【００１８】
　類似性構成要素は、受け取られたクエリーに対する１つ又はそれよりも多くのクエリー
の類似性を示すスコアを候補セット内の１つ又はそれよりも多くのクエリーに対して計算
するように作動する。類似性構成要素は、受け取られたクエリーに対して候補セットから
の選択されたクエリーの意味における類似性を示すスコアを計算するように作動する。本
発明の一実施形態によると、類似性構成要素は、受け取られたクエリーと候補セットから
の選択されたクエリーとの間の文字編集距離を計算するように作動する。本発明の更に別
の実施形態によると、類似性構成要素は、１と、受け取られたクエリーと候補セットから
選択されたクエリーとにおけるスペースで区切られた固有の共起語の数と両方のクエリー
におけるスペースで区切られた固有の語の総数との商との間の差を計算するように作動す
る。本発明の更に別の実施形態によると、類似性構成要素は、数字が、受け取られたクエ
リー又は候補セットからの選択されたクエリーに固有であるか否かを識別するように作動
する。
【００１９】
　別の実施形態によると、類似性構成要素は、１と、受け取られたクエリーと候補セット
から選択されたクエリーとにおける共起日本語漢字文字の数と両方のクエリーにおける固
有の日本語漢字文字の総数との商との間の差を計算するように作動する。本発明の更に別
の実施形態によると、類似性構成要素は、受け取られたクエリーと候補セットからの選択
されたクエリーとが共通して有する文字の数を計算するように作動する。本発明の更に別
の実施形態によると、類似性構成要素は、受け取られたクエリー又は候補セットからの選
択されたクエリーが、所定の書記体系の１つ又はそれよりも多くの文字を包含するか否か
を識別するように作動する。更に別の実施形態によると、類似性構成要素は、候補セット
からの選択されたクエリーが１つ又はそれよりも多くのクエリーログ内の受け取られたク
エリーに続く頻度と、クエリーログ内の受け取られたクエリーの頻度との商を計算するよ
うに作動する。
【００２０】
　本発明は、同じ参照が同じか又は対応する部分を示すものとする添付図面において例示
的であって制限を意図しない図に例証される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下の説明では、説明の一部を形成する添付の図面を参照し、図面には、本発明を実施
することができる特定的な実施形態を例証によって示している。他の実施形態を利用する
ことができること、及び本発明の範囲から逸脱することなく構造的な変更を行い得ること
は理解されるものとする。
【００２２】
　図１は、複数の書記体系を有する言語の１つ又はそれよりも多くの書記体系に従って書
かれた所定のクエリーに関連する１つ又はそれよりも多くのクエリーを識別するためのシ
ステムの一実施形態を示すブロック図である。図１の実施形態によると、クライアントデ
バイス１２４ａ、１２４ｂ、及び１２４ｃは、「インターネット」のような１つ又はそれ
よりも多くのローカル及び／又はワイドエリアネットワークへの接続を含むことができる
ネットワーク１２２に通信することができるように連結されている。本発明の一実施形態
によると、クライアントデバイス１２４ａ、１２４ｂ、及び１２４ｃは、プロセッサ、一
時及び永続記憶デバイス、入力／出力サブシステム、及び汎用パーソナルコンピュータを
含む構成要素間の通信経路を提供するバスを含む汎用パーソナルコンピュータである。例
えば、５１２ＭＢのＲＡＭ、４０ＧＢのハードドライブ記憶スペース、及びネットワーク
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への「イーサネット（登録商標）」インタフェースを備えた３．５ＧＨｚ「Ｐｅｎｔｉｕ
ｍ（登録商標）　４」パーソナルコンピュータである。
【００２３】
　ネットワーク１２２に通信することができるように連結されたクライアントデバイス１
２４ａ、１２４ｂ、及び１２４ｃのユーザは、１つ又はそれよりも多くの用語を含む検索
クエリーを検索プロバイダ１００に提出することができる。ユーザによってネットワーク
１２２を通じて検索プロバイダ１００に提出された検索クエリーは、複数の書記体系を有
する言語の１つ又はそれよりも多くの書記体系に従って書かれた１つ又はそれよりも多く
の文字、用語、又は語句を含むことができる。例えば、クライアントデバイス１２４ａ、
１２４ｂ、及び１２４ｃのユーザは、日本語漢字文字、日本語カタカナ文字、及びＪＡＳ
ＣＩＩ文字を含むクエリーを作成することができる。同様に、クライアントデバイス１２
４ａ、１２４ｂ、及び１２４ｃのユーザは、日本語ローマ字文字、日本語ひらがな文字、
及び数字を含むクエリーを作成することができる。例えば、ユーザは、日本語のカタカナ
、ひらがな、漢字、及びＡＳＣＩＩ書記体系の組合せに従って書かれた以下のクエリー、
すなわち、「１リットルの涙　沢尻エリカ」を提出することができる。
【００２４】
　クライアントデバイス１２４ａ、１２４ｂ、及び１２４ｃのユーザによって提出された
複数の書記体系を有する言語の１つ又はそれよりも多くの書記体系に従って書かれた文字
及び用語を含むことができる１つ又はそれよりも多くの検索クエリーは、関連するクエリ
ーの候補セットを識別するために検索プロバイダ１００で検索エンジン１０７によって使
用される。関連するクエリーの候補セットを含む１つ又はそれよりも多くのクエリーは、
所定のクエリーに関連する１つ又はそれよりも多くのクエリーを保持するようにそれぞれ
が作動する１つ又はそれよりも多くのローカル又はリモートデータ記憶装置１０２及び１
０８に保持することができる。本発明の一実施形態によると、データ記憶装置１０２及び
１０８は、１つ又はそれよりも多くのクエリー又は用語に関連するクエリーのセットを識
別するエントリを備えた索引を保持するように作動する。データ記憶装置１０２及び１０
８によって保持される索引は、関連する用語又はクエリーを示す人間が編集する情報で補
足される。例えば、データ記憶装置１０２及び１０８内の索引エントリは、日本語のカタ
カナ、ひらがな、漢字、及びＡＳＣＩＩ書記体系に従って書かれたクエリー「１リットル
の涙　沢尻エリカ」と、１つ又はそれよりも多くの日本語書記体系に従って書かれた１つ
又はそれよりも多くの関連するクエリー又は用語とを含むことができる。
【００２５】
　データ記憶装置１０２及び１０８は、データベース、ＣＤ－ＲＯＭ、テープ、デジタル
記憶ライブラリのようなクエリーの１つ又はそれよりも多くのセットの検索及び記憶のた
めに供給することができるデータベース又は記憶構造のあらゆる他のタイプとして実施す
ることができる。データ記憶装置１０２及び１０８に保持されるクエリーは、複数の書記
体系を有する所定の言語の１つ又はそれよりも多くの書記体系に従って書かれたクエリー
を含むことができる。例えば、データ記憶装置１０２及び１０８に保持されるクエリーは
、日本語の漢字、ひらがな、カタカナ、ＪＡＳＣＩＩ、及びローマ字書記体系に従って書
かれたクエリーを含むことができる。
【００２６】
　本発明の別の実施形態によると、検索エンジン１０７によって識別された関連するクエ
リーの候補セットは、１つ又はそれよりも多くのクエリーログにおいて統計的有意性で共
起するクエリーの１つ又はそれよりも多くの連続する対を含む。検索エンジン１０７は、
クライアントデバイス１２４ａ、１２４ｂ、及び１２４ｃから受け取られたクエリーに関
連する１つ又はそれよりも多くのクエリーを含む候補セットを識別するためにクエリーロ
グを利用することができる。ユーザによって検索プロバイダ１００に提出された複数の書
記体系を有する言語の１つ又はそれよりも多くの書記体系に従って書かれる複数のクエリ
ーは、クエリーログ構成要素１０６に保持することができる。クエリーログ構成要素１０
６は、１つ又はそれよりも多くの書記体系に従って書かれた１つ又はそれよりも多くのク
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エリーの記憶のために供給することができるデータベース又は類似の記憶構造として実施
することができる。
【００２７】
　クエリーログ構成要素１０６は、クエリーが検索プロバイダ１００に提出された頻度を
識別する情報を保持することができる。同様に、クエリーログ構成要素１０６は、所定の
クエリーが関連するクエリーに続く頻度を識別する情報を保持することができる。例えば
、所定のセッション中、検索を行うユーザは、複数の書記体系を有する言語、例えば、日
本語の１つ又はそれよりも多くの書記体系に従って書かれた「知的財産」という用語を含
むクエリーを提出することができる。同じセッション中、ユーザは、１つ又はそれよりも
多くの日本語書記体系に従って書かれた「特許弁理士」という用語を含むクエリーを提出
することができる。クエリーログ構成要素１０６は、所定のユーザのセッション中にクエ
リー「特許弁理士」がクエリー「知的財産」に続く頻度を識別する情報を保持することが
できる。
【００２８】
　検索エンジン１０７は、所定のクライアントデバイス１２４ａ、１２４ｂ、及び１２４
ｃから受け取られたクエリーに統計的に深く関連する１つ又はそれよりも多くのクエリー
を含む候補セットを識別するためにクエリーログ構成要素１０６によって保持されたクエ
リーログを利用することができる。所定のクエリーに関連すると識別された１つ又はそれ
よりも多くのクエリーは、クエリーログ構成要素１０６に保持されたクエリーログで示す
ように、関連するクエリーの候補セットを補足するか又は生成するために使用することが
できる。関連するクエリーの候補セットは、日本語のような複数の書記体系を有する所定
の言語の１つ又はそれよりも多くの書記体系に従って書かれたクエリーを含むことができ
る。クエリーログを使用して所定のクエリーに関連する１つ又はそれよりも多くのクエリ
ーを識別するための例示的な方法は、「代替検索クエリーを判断するためのシステム及び
方法」という名称の共同所有の米国特許出願出願番号第１１／２００、８５１号、及び「
モジュラー最適化動的セット」という名称の米国特許仮出願第６０／７３６、１３３号に
説明されており、これらの開示は、本明細書においてその全内容が引用により組み込まれ
ている。
【００２９】
　類似性構成要素１０４は、検索エンジン１０７によって識別された候補セットを使用し
て、関連するクエリーの候補セット内の１つ又はそれよりも多くのクエリーに対する類似
性スコアを計算する。類似性構成要素１０４は、関連するクエリーの候補セットから所定
のクエリーＱ’を選択し、所定のクライアントデバイス１２４ａ、１２４ｂ、及び１２４
ｃから受け取られた所定のクエリーＱに対するＱ’の意味における類似性の強さを示すＱ
’の類似性スコアを計算するように作動する。類似性構成要素１０４は、本明細書に説明
される方法に従って検索エンジン１０７によって識別された関連するクエリーの候補セッ
ト内の１つ又はそれよりも多くのクエリーの各々に対して類似性スコアを計算するように
作動する。
【００３０】
　類似性構成要素１０４は、検索エンジン１０７によって識別された関連するクエリーの
候補セットにおける各クエリーＱ’に対する類似性スコアを計算するために変換構成要素
１１０を利用することができる。本発明の一実施形態によると、変換構成要素１１０は、
所定のクエリーを１つ又はそれよりも多くの文書フォーマットに変換する。変換構成要素
１１０によって生成された所定のクエリーＱ’の１つ又はそれよりも多くの文書フォーマ
ットは、類似性スコアの計算を容易にするために類似性構成要素１０４に分配することが
できる。例えば、類似性構成要素１０４は、正確な類似性スコアを計算するために、ユー
ザから受け取られた所定のクエリーＱと、関連するクエリーの候補セットから選択された
関連するクエリーＱ’との多数の比較を行うことができる。しかし、上述のように、関連
するクエリーの候補セット内の１つ又はそれよりも多くのクエリーは、複数の書記体系を
有する所定の言語の１つ又はそれよりも多くの書記体系に従って書くことができる。同様
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に、所定のクライアントデバイス１２４ａ、１２４ｂ、及び１２４ｃから受け取られたク
エリーは、複数の書記体系を有する所定の言語の１つ又はそれよりも多くの書記体系に従
って書くことができる。類似性構成要素１０４によって行われる１つ又はそれよりも多く
の比較は、ユーザから受け取られたクエリーＱと、関連するクエリーの候補セットから選
択された所定のクエリーＱ’とを特定の書記体系に従って表現することができるように要
求することができる。例えば、類似性構成要素１０４は、２つのクエリーを比較するため
に、所定のクエリーＱ及び関連するクエリーＱ’の１つ又はそれよりも多くのＪＡＳＣＩ
Ｉ文字をＡＳＣＩＩ文字に変換するように要求することができる。
【００３１】
　様々な書記体系に従って書かれる可能なクエリーＱとクエリーＱ’を比較するために、
類似性構成要素１０４は、所定のクエリーを変換構成要素１１０に分配することができる
。本発明の一実施形態によると、変換構成要素１１０は、所定のクエリーに関連付けられ
た言語と書記体系を識別し、クエリーを１つ又はそれよりも多くの代替文書フォーマット
に変換するように作動する。検索エンジン１０７によって識別された候補セットは、日本
語の漢字、かな、ＪＡＳＣＩＩ、及びローマ字書記体系のような複数の書記体系を有する
所定の言語の広範な書記体系に従って書かれたクエリーを含むことができる。変換構成要
素１１０は、１つ又はそれよりも多くの日本語書記体系に従って書かれたクエリーを識別
し、クエリーを１つ又はそれよりも多くの代替書記体系に変換するように作動する。例え
ば、変換構成要素１１０は、日本語のカタカナ書記体系に従って書かれたクエリーを識別
し、日本語ローマ字書記体系に従ってクエリーを変換するように作動する。同様に、変換
構成要素１１０は、１つ又はそれよりも多くのＪＡＳＣＩＩ文字を含むクエリーを識別し
、類似性構成要素１０４による類似性スコアの計算を容易にするために１つ又はそれより
も多くのＪＡＳＣＩＩ文字をＡＳＣＩＩ文字に変換するように作動する。
【００３２】
　本発明の一実施形態によると、関連するクエリーの候補セット内の１つ又はそれよりも
多くのクエリーに対する類似性構成要素１０４によって計算された類似性スコアは、分配
のために候補セットから１つ又はそれよりも多くのクエリーを選択するために分配構成要
素１１６によって使用される。類似性スコアに基づくクエリーの選択は、所定のクエリー
Ｑに対して意味において最も類似のクエリーの選択を可能にする。例えば、分配構成要素
１１６は、所定の閾値を超える類似性スコアを有する１つ又はそれよりも多くのクエリー
を関連するクエリーの候補セットから選択することができる。同様に、分配構成要素は、
最も高い類似性スコアを有するＮ個のクエリーを候補セットから選択することができる。
当業者は、類似性スコアを使用して候補セットから１つ又はそれよりも多くのクエリーを
選択するための他の技術を認識する。
【００３３】
　分配構成要素１１６は、候補セットから選択された１つ又はそれよりも多くのクエリー
を分配することができる。本発明の一実施形態によると、分配構成要素１１６は、「示唆
される代替クエリー」又は「意味において類似のクエリー」として候補セットから選択さ
れたクエリーをユーザにネットワーク１２２を通じて表示する。代替的に又は上述のもの
と共に、分配構成要素１１６は、ネットワーク１２２に通信することができるように連結
されたクライアントデバイス１２４ａ、１２４ｂ、及び１２４ｃの所定のユーザによって
ビューされる検索結果ウェブページに選択されたクエリーを組み込むことができる検索エ
ンジン１０７に選択された１つ又はそれよりも多くのクエリーを分配するように作動する
。
【００３４】
　候補セット内の１つ又はそれよりも多くのクエリーに対して類似性構成要素１０４によ
って計算された類似性スコアは、所定の要求に応じた分配のための広告を含むコンテンツ
の１つ又はそれよりも多くの項目を選択するために更に使用することができる。本発明の
一実施形態によると、広告は、上述のデータ記憶装置１０２及び１０８、又は１つ又はそ
れよりも多くの異なるデータ記憶装置（示されない）に保持することができる。１つ又は
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それよりも多くのローカル１０２、リモート１０８、又は異なるデータ記憶装置は、１つ
又はそれよりも多くの広告及び広告に対応する語に対する関連の指し値を保持するように
作動する。例えば、所定の広告主が、ノートブックコンピュータに対する所定の広告の表
示を望むとする。従って、広告主は、「ノートブックコンピュータ」という用語に対して
入札し、「ノートブックコンピュータ」という用語を含むクエリーに応答して表示される
広告を識別することができる。検索プロバイダ１００がクエリーを受け取った場合、検索
エンジン１０７は、ローカル及びリモートデータ記憶装置１０２及び１０８、又は１つ又
はそれよりも多くの異なるデータ記憶装置を検索し、１つ又はそれよりも多くの広告主が
受け取られたクエリーを含む１つ又はそれよりも多くの用語に対して入札したか否かを判
断することができる。クエリーを含む用語に対する１つ又はそれよりも多くの指し値が識
別された場合、１つ又はそれよりも多くの用語に対する指し値に関連付けられた広告が検
索され、分配構成要素１１６を使用してユーザのクライアントデバイス１２４ａ、１２４
ｂ、及び１２４ｃ上でユーザに表示される。ユーザが表示された所定の広告を選択した場
合、選択された広告に関連付けられた広告主に、広告主の指し値に従って合計額が請求さ
れる。
【００３５】
　しかし、広告主は、複数の書記体系を有する言語の単に１つの書記体系に従って書かれ
た用語への入札を選択することができる。例えば、広告主は、日本語のひらがな書記体系
だけに従って書かれた用語への入札を選択することができる。しかし、上述のように、ク
ライアントデバイス１２４ａ、１２４ｂ、及び１２４ｃのユーザによって提出された１つ
又はそれよりも多くの検索クエリーは、１つ又はそれよりも多くの書記体系に従って書か
れた用語及び語句を含むことができる。従って、検索エンジン１０７は、所定のクエリー
に応答して検索される広告の幅を拡大するために所定の閾値を超える類似性スコアを有す
るクエリーを利用することができる。本発明の一実施形態によると、検索エンジン１０７
は、所定の閾値を超える類似性スコアを有する１つ又はそれよりも多くのクエリーを含む
用語に応答して１つ又はそれよりも多くの広告を識別する。所定の閾値を超える類似性ス
コアを有するクエリーを含む用語に応じるとして識別された１つ又はそれよりも多くの広
告を、１つ又はそれよりも多くのクライアントデバイス１２４ａ、１２４ｂ、及び１２４
ｃへの分配のために選択することができる。
【００３６】
　例えば、クライアントデバイス１２４ａ、１２４ｂ、及び１２４ｃのユーザは、日本語
の漢字及びローマ字書記体系の両方に従って書かれた日本語の語から成る検索クエリーＱ
を作成することができる。ユーザは、ネットワーク１２２を通じて検索プロバイダ１００
にクエリーを提出することができる。検索エンジン１０７は、ユーザによって用いられた
漢字及びローマ字語に対して入札した広告主がないと判断することができる。代替的に又
は上述の事柄と共に、検索エンジン１０７は、ユーザによって用いられた漢字及びローマ
字語に関連付けられた指し値に対応する広告を表示することは殆ど収益をもたらさないと
判断することができる。しかし、検索エンジン１０７は、関連した指し値を有する１つ又
はそれよりも多くの用語を識別するために、所定の閾値を超える類似性スコアを有する候
補セットから選択された１つ又はそれよりも多くのクエリーを含む用語を利用することが
できる。同様に、検索エンジン１０７は、所定の閾値を超える指し値を有する１つ又はそ
れよりも多くの用語を識別するために、所定の閾値を超える類似性スコアを有する候補セ
ットから選択された１つ又はそれよりも多くのクエリーを含む用語を利用することができ
る。検索エンジン１０７は、その後、ユーザによって作成された検索クエリーＱに応答し
て１つ又はそれよりも多くの広告を選択するために、関連の指し値を有する１つ又はそれ
よりも多くの用語、又は所定の閾値を超える関連の指し値を有する１つ又はそれよりも多
くの用語を利用することができる。
【００３７】
　別の実施例によると、所定の閾値を超える類似性スコアを有する候補セットから選択さ
れた所定のクエリーＱ’がひらがな用語を含むとすると、ユーザによって作成された上述
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のクエリーＱは、漢字とローマ字語を含む。検索エンジンは、１つ又はそれよりも多くの
広告主がクエリーＱ’を含むひらがな用語に入札したか否かを判断するために、クエリー
Ｑ’を含む１つ又はそれ上のひらがな用語を利用することができる。同様に、検索エンジ
ンは、１つ又はそれよりも多くの広告主が、所定の閾値を超えるクエリーＱ’を含む１つ
又はそれよりも多くのひらがな用語に入札したか否かを判断することができる。検索エン
ジン１０７は、クエリーＱ’を含む用語に対して関連の指し値を有する１つ又はそれより
も多くの広告を検索し、１つ又はそれよりも多くの広告を分配構成要素に分配することが
できる。本発明の一実施形態によると、検索エンジン１０７は、クエリーＱ’を含む１つ
又はそれよりも多くの用語に対して最も関連のある指し値を有する１つ又はそれよりも多
くの広告を検索する。分配構成要素１１６は、その後、クエリーＱを提出したユーザに１
つ又はそれよりも多くの広告を分配することができる。
【００３８】
　上述の実施形態は、クエリーの受け取り及び処理を示しているが、図１に示されている
検索プロバイダ１００システムは、クエリーに対する類似性スコアの受け取り及び計算に
制限されず、テキストの１つ又はそれよりも多くのストリングを含む１つ又はそれよりも
多くの用語に対する類似性スコアを計算するために更に使用することができる。クライア
ントデバイス１２４ａ、１２４ｂ、及び１２４ｃのユーザは、検索プロバイダ１００に、
限定ではないが、複数の書記体系を有する言語の１つ又はそれよりも多くの書記体系に従
って書かれた語句、文、段落、及び文書を含む１つ又はそれよりも多くの用語を含むテキ
ストの１つ又はそれよりも多くのストリングを分配することができる。従って、検索プロ
バイダ１００は、テキストのこれらの１つ又はそれよりも多くのストリングのログを１つ
又はそれよりも多くのログファイルに記録する。検索プロバイダ１００は、このログファ
イルから１つ又はそれよりも多くの項目を含む候補セットを識別するように作動可能であ
り、ここで、所定の項目は、クライアントデバイス１２４ａ、１２４ｂ、及び１２４ｃの
所定のユーザによって分配された１つ又はそれよりも多くの用語に関連する用語の１つ又
はそれよりも多くのセットを含む。例えば、候補セットの所定の項目は、語句又は文を含
むことができる。同様に、候補セットの所定の項目は、段落又は全文書を含むことができ
る。検索プロバイダは、クライアントデバイス１２４ａ、１２４ｂ、及び１２４ｃから受
け取られた１つ又はそれよりも多くの用語に対して項目の意味における類似性の強さを示
す候補セットの１つ又はそれよりも多くの項目に対する類似性スコアを計算することがで
きる。
【００３９】
　図２は、所定のクエリーＱに意味において関連する１つ又はそれよりも多くのクエリー
Ｑ’を候補セットから選択する方法の一実施形態を示し、ここで、クエリーＱ及びクエリ
ーＱ’は、複数の書記体系を有する言語の１つ又はそれよりも多くの書記体系に従って書
かれる。図２に示すように、検索クエリーが所定のユーザから受け取られる（段階２０５
）。クエリーは、「インターネット」のようなネットワークに通信することができるよう
に連結されたクライアントデバイスから受け取られ、複数の書記体系を有する言語の１つ
又はそれよりも多くの書記体系の組合せに従って書かれた１つ又はそれよりも多くの用語
又は語句を含むことができる。例えば、ユーザから受け取られたクエリーは、漢字、カタ
カナ、及びひらがな書記体系に従って書かれた日本語の語を含むことができる。
【００４０】
　ユーザによって作成された所定のクエリーＱに関連するクエリーから成る候補セットが
識別される（段階２１０）。候補セットは、ユーザのクエリーに関連付けられた言語の１
つ又はそれよりも多くの書記体系に従って書かれたクエリーから構成することができる。
例えば、所定のクエリーＱは、クエリー「ラクテン」のような日本語のカタカナ書記体系
に従って書かれた用語を含むことができる。従って、関連するクエリーの候補セットは、
１つ又はそれよりも多くの日本語書記体系の１つ又はそれよりも多くの組合せに従って書
かれた１つ又はそれよりも多くのクエリーを含むことができる。例えば、上述のひらがな
クエリー「ラクテン」に関連するクエリーの候補セットは、ローマ字クエリー「ｒａｋｕ
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ｔｅｎ」、漢字クエリー「楽天」、ひらがなクエリー「らくてん」などを含むことができ
る。
【００４１】
　所定のクエリーＱに関連するクエリーの候補セットは、１つ又はそれよりも多くのクエ
リーログを使用して生成することができる。本発明の一実施形態によると、クエリーログ
は、所定のクエリーセッション中にユーザによって作成された１つ又はそれよりも多くの
クエリーを識別することができる。例えば、所定のクエリーセッション中、ユーザは、日
本語のひらがな及び漢字書記体系に従って書かれた用語を含むクエリーを作成することが
できる。同じクエリーセッション中、ユーザは、日本語のカタカナ及びローマ字書記体系
に従って書かれた用語を含むクエリーを作成することができる。２つのクエリーが統計的
有意性で１つ又はそれよりも多くのクエリーログに共起するか否かを判断するための分析
を行うことができる。本発明の一実施形態によると、統計的有意性閾値は、１つ又はそれ
よりも多くのクエリーログで示すような所定のクエリーＱに最も関連する１つ又はそれよ
りも多くのクエリーを選択するために使用することができる。
【００４２】
　候補セットは、統計的有意性、又は１つ又はそれよりも多くのクエリーログで示すよう
な所定の閾値を超える統計的有意性で所定のクエリーに関連するとして識別された１つ又
はそれよりも多くのクエリーで生成することができる。関連するクエリーの候補セットを
含む１つ又はそれよりも多くのクエリーは、全体が引用により組み込まれている上述の出
願に説明されるクエリーログを使用して統計的有意性で関連するクエリーを判断する方法
に従って選択される。
【００４３】
　所定のクエリーＱ’は、関連するクエリーの候補セットから選択される（段階２１５）
。図２に示す実施形態によると、類似性スコアは、選択されたクエリーＱ’に対して計算
される（段階２２０）。所定のクエリーＱ’に対して計算された類似性スコアは、複数の
書記体系を有する言語の１つ又はそれよりも多くの書記体系に従って書かれた所定のクエ
リーＱの意味に対するクエリーＱ’の意味の類似性の強さを示す数値を提供する。表Ａは
、所定のクエリーＱ’に対する類似性スコアを計算するために使用することができる方程
式の一実施形態を示している。
【００４４】
　表Ａに示す式は、限定ではないが、漢字、かな、ＪＡＳＣＩＩ、かな、カタカナ、ロー
マ字、及びひらがなを含む１つ又はそれよりも多くの日本語書記体系に従って書かれる所
定のクエリーＱに対する所定のクエリーＱ’の意味における類似性の強さを示すスコアを
計算するために使用することができる。当業者は、複数の書記体系を有する他の言語に対
する類似性スコアの計算を提供することができるように表Ａに示されている式を修正する
ことができることを認識する。
【００４５】
（表Ａ）

【００４６】
　表Ａに示す式によると、Ｑは、１つ又はそれよりも多くの日本語書記体系に従って書か
れた所定のクエリーを表している。Ｑ’は、クエリーＱに関連するクエリーの候補セット
から選択されたクエリーを表している。Ｌｅｖｒは、全ての日本語文字をローマ字に変換
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した後にＱとＱ’間の文字編集距離を計算するための関数である。ｌｅｖｒｓは、全ての
日本語文字をローマ字に変換しスペースを取り除いた後にＱとＱ’間の文字編集距離を計
算するための関数である。Ｗｏｒｄｒは、全ての日本語文字をローマ字に変換した後のＱ
とＱ’間の語編集距離である。数字は、ＱがＱ’に現れないどの数字も包含するか否かを
及び逆も同様か否かを識別するための関数である。Ｋａｎｊｉｉｄは、Ｑ又はＱ’のいず
れかが漢字文字を包含するか否かを判断するための関数であり、包含する場合、ＱとＱ’
間の漢字相違を識別するための関数である。Ｏｐｒは、各クエリーの全ての日本語文字が
ローマ字に変換された後、第１文字の不一致まで各クエリーの最左端文字から始まるＱ及
びＱ’が共通して有する文字の数を計算し、計算を継続させるための関数である。ｌｅｖ
ｋは、全ての漢字文字がかな文字に変換され全ての非日本語文字が取り除かれた後に、Ｑ
とＱ’間の文字編集距離を計算するための関数である。Ｐ１２ｍｉｎは、ユーザクエリー
セッションのログにおいてクエリーＱに続くクエリーＱ’のクエリー置換確率を計算する
ための関数である。表Ａに示す類似性スコア関数によって利用される関数の実施形態を図
３から図１１に示している。
【００４７】
　類似性スコアが候補セット内の１つ又はそれよりも多くのクエリーに対して計算された
か否かを判断するための検査が行われる（段階２２５）。候補セット内の１つ又はそれよ
りも多くのクエリーが関連する類似性スコアを持たない場合、付加的なクエリーＱ’が、
候補セットから選択される（段階２１５）。代替的に、類似性スコアが候補セット内の１
つ又はそれよりも多くのクエリーに対して計算されている場合、所定のクエリーＱ’が、
候補セットから選択される（段階２３０）。候補セットから選択されたクエリーＱ’に関
連した類似性スコアが、所定の類似性スコア閾値を超えるか否かを判断するための検査が
行われる（段階２３５）。本発明の一実施形態によると、類似性スコア閾値は、所定のク
エリーＱ’に関連付けられた類似性スコアとの比較を行うために使用することができる数
値を含む。類似性スコアは、クエリーＱに対する所定のクエリーＱ’の意味における類似
性の強さを示すので、類似性スコア閾値の使用は、クエリーＱに対して意味において最も
類似する１つ又はそれよりも多くのクエリーの候補セットからの選択を容易にする。
【００４８】
　所定のクエリーＱ’に関連付けられた類似性スコアが、類似性スコア閾値を超える場合
、クエリーＱ’が分配セットに加えられる（段階２４５）。本発明の一実施形態によると
、分配セットは、類似性スコア閾値を超える類似性スコアを有する候補セットから選択さ
れた１つ又はそれよりも多くのクエリーを含む。所定のクエリーＱ’に関連付けられた類
似性スコアが、類似性スコア閾値を超えない場合、クエリーＱ’は、分配セットに加えら
れない（段階２４０）。
【００４９】
　分析を必要とする候補セットの付加的なクエリーがあるか否かを判断するための検査が
行われる（段階２５０）。候補の１つ又はそれよりも多くのクエリーが分析を必要とする
場合、付加的なクエリーＱ’が、候補セットから選択される（段階２３０）。代替的に、
候補セットの全てのクエリーが分析され、分配セットに類似性スコア閾値を超える１つ又
はそれよりも多くのクエリーがポピュレートされた後、分配セットの１つ又はそれよりも
多くのクエリーが分配される（段階２５５）。
【００５０】
　類似性スコア閾値を超えるクエリーの分配セットの１つ又はそれよりも多くのクエリー
が、クエリーＱを提出したユーザに分配される。本発明の一実施形態によると、分配セッ
トの１つ又はそれよりも多くのクエリーが、結果ウェブページでユーザに表示される。例
えば、ユーザには、クエリーＱに応じたコンテンツ項目へのリンク、並びにクエリーＱに
対する意味において最も類似の分配セットを含む１つ又はそれよりも多くのＱ’クエリー
のような結果を含むウェブページが表示される。所定のユーザに分配された分配セットの
１つ又はそれよりも多くのクエリーは、クエリーＱに対する所定のクエリーＱ’の意味に
おける類似性の相対的な強さをユーザに示すために、類似性スコアに従ってランク付けさ
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れたリストで表示される。
【００５１】
　図３から１１は、クエリーの候補セットから選択された所定のクエリーＱ’に対する類
似性スコアを計算するために使用することができる表Ａに示す関数の実施形態を示してい
る。上述のように、表Ａ、更に図３から１１に示す複数の関数は、１つ又はそれよりも多
くの日本語書記体系に従って書かれたクエリーＱに対する所定のクエリーＱ’の意味にお
ける類似性の強さを示す類似性スコアを計算するために使用することができる。しかし、
当業者は、図３から１１に示す関数の実施形態が例示的なものであり、日本語言語及び書
記体系に制限されないものであること、及び複数の書記体系を有する他の言語に対する類
似性スコアの計算を提供するように修正することができることを認識する。当業者は、更
に、図３から１１に示されている関数が、所定のクエリーに関連する１つ又はそれよりも
多くのクエリーを含む候補セットに対する類似性スコアを計算することに制限されないこ
と、及び複数の技術に従って選択された１つ又はそれよりも多くのクエリーを含むクエリ
ーの候補セットに対する類似性スコアを計算するために使用することができることを認識
する。更に、当業者は、図３から１１に示す関数が、１つ又はそれよりも多くのクエリー
を含む候補セットに対する類似性スコアを計算することに制限されないこと、更に、限定
ではないが、語句、文、段落、及び文書を含む用語の１つ又はそれよりも多くのセットに
対する類似性スコアを計算するために修正することができることを認識する。
【００５２】
　図３は、１つ又はそれよりも多くの日本語書記体系に従って書かれた所定のクエリーＱ
と、クエリーの候補セットから選択されたクエリーＱ’との間の文字編集距離を計算する
方法の一実施形態を示している。図３に示す方法は、表Ａに示す類似性スコア関数によっ
て利用されるｌｅｖｋ関数の一実施形態を示している。
　漢字、カタカナ、ひらがなのような１つ又はそれよりも多くの日本語書記体系に従って
書かれるクエリーＱを含む１つ又はそれよりも多くの文字がローマ字に変換される（段階
３０５）。所定のクエリーＱ’は、１つ又はそれよりも多くのクエリーから構成される候
補セットから選択される（段階３１０）。候補セットから選択されたクエリーＱ’は、ク
エリーＱに関連付けられた言語の１つ又はそれよりも多くの書記体系に従って書くことが
できる。例えば、Ｑ’は、クエリーＱと同じ書記体系、又は日本語ローマ字書記体系、日
本語かな書記体系のような１つ又はそれよりも多くの代替日本語書記体系に従って書くこ
とができる。Ｑ’を含む文字がローマ字形式であるか否かを判断するための検査が行われ
る（段階３１５）。クエリーＱ’がローマ字形式でない場合、Ｑ’を含む１つ又はそれよ
りも多くの文字がローマ字に変換される（段階３２０）。Ｑ’を含む１つ又はそれよりも
多くの用語が既にローマ字形式である場合、又はＱ’の文字全てがローマ字形式に変換さ
れた後に、クエリーＱとクエリーＱ’間の文字編集距離を識別するための計算が行われる
（段階３２５）。文字編集距離値は、Ｑ’に対する類似性スコアを計算するために、表Ａ
に示す類似性スコア関数に供給される。
【００５３】
　図４は、１つ又はそれよりも多くの日本語書記体系に従って書かれた所定のクエリーＱ
と、クエリーの候補セットから選択されたクエリーＱ’との間の文字編集距離を計算する
方法の一実施形態を示している。図４に示す実施形態は、表Ａに示す類似性スコア関数に
よって使用されるｌｅｖｒｓ関数の一実施形態を提供する。
　図４に示す実施形態によると、漢字、カタカナ、又はひらがなのような１つ又はそれよ
りも多くの日本語書記体系に従って書かれたクエリーＱがローマ字形式に変換される（段
階４０５）。その後、クエリーＱからローマ字で現れる全てのスペース文字が取り除かれ
る（段階４０８）。例えば、所定のクエリーＱは、漢字の用語「電車男」を含むことがで
きる。ローマ字形式に変換後、クエリーＱは、用語「ｄｅｎｓｈａ　ｏｔｏｋｏ」を含む
ことができ、スペースを取り除いた後、クエリーＱは、文字「ｄｅｎｓｈａｏｔｏｋｏ」
を含むことができる。
【００５４】
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　所定のクエリーＱ’が１つ又はそれよりも多くのクエリーを含む候補セットから選択さ
れる（段階４１０）。Ｑ’がローマ字形式であるか否かを判断するための検査が行われる
（段階４１５）。クエリーＱ’がローマ字形式でない場合、クエリーＱ’を含む１つ又は
それよりも多くの文字がローマ字に変換される（段階４２０）。クエリーＱ’を含む文字
が既にローマ字形式である場合、又はクエリーＱ’を含む文字がローマ字形式に変換され
た後に、クエリーＱ’内の全てのスペースが取り除かれる（段階４２５）。その後、クエ
リーＱとＱ’のローマ字形式間の文字編集距離が計算される（段階４３０）。クエリーＱ
とＱ’間の計算された文字編集距離は、Ｑ’に対する類似性スコアを計算するために、表
Ａに示す類似性スコア関数によって使用される。
【００５５】
　図５は、表Ａに示すｗｏｒｄｒ関数の一実施形態を示している。図５に示すｗｏｒｄｒ
関数の実施形態は、１つ又はそれよりも多くの日本語書記体系に従って書かれた所定のク
エリーＱとクエリーの候補セットから選択されたクエリーＱ’との間の語編集距離の計算
を提供する。本発明の一実施形態によると、所定のクエリーＱとクエリーＱ’間の語編集
距離は、値１と、ＱとＱ’におけるスペースで区切られた固有の共起語の数とＱとＱ’の
両方におけるスペースで区切られた固有の語の総数との商との間の差である。
【００５６】
　１つ又はそれよりも多くの日本語書記体系に従って書かれた所定のクエリーＱを含む文
字がローマ字形式に変換される（段階５０５）。その後、所定のクエリーＱ’がクエリー
の候補セットから選択される（段階５０６）。クエリーＱ’がローマ字形式であるか否か
を判断するための検査が行われる（段階５０８）。クエリーＱ’がローマ字形式でない場
合、クエリーＱ’を含む文字がローマ字に変換される（段階５１０）。クエリーＱ’を含
む文字が既にローマ字形式である場合、又はＱ’を含む文字がローマ字形式に変換された
後に、Ｑ及びＱ’におけるスペースで区切られた固有の共起語の数が識別される（段階５
１５）。Ｑ及びＱ’におけるスペースで区切られた固有の共起語の数とＱ及びＱ’両方に
おけるスペースで区切られた固有の語の総数との商が計算される（段階５２０）。本発明
の一実施形態によると、スペースで区切られた固有の共起語の数は、所定のクエリーＱ及
びクエリーＱ’の両方に現れる固有の語の数を含む。更に、Ｑ及びＱ’の両方におけるス
ペースで区切られた固有の語の総数は、所定のクエリーＱ及びクエリーＱ’におけるスペ
ースで区切られた固有の語の和を含む。
【００５７】
　値１と、計算された商との間の差が計算され（段階５２５）、「ｗｏｒｄｒ」レジスタ
に割り当てられる（段階５３０）。本発明の一実施形態によると、「ｗｏｒｄｒ」レジス
タは、所定の数値を記憶するためのメモリデバイスを含む。「ｗｏｒｄｒ」レジスタに割
り当てられた値は、クエリーＱ’に対する類似性スコアを計算するために、表Ａに示され
ている類似性スコア関数によって使用される。
　例えば、ローマ字形式の所定のクエリーＱは、用語「ｋｕｒｕｍａ　ｋｅｍｕｒｉ」か
ら構成される。同様に、ローマ字形式の所定のクエリーＱ’は、用語「ｓｏｒａ　ｋｅｍ
ｕｒｉ」から構成される。Ｑ及びＱ’におけるスペースで区切られた固有の共起語の数は
、１、すなわち、語「ｋｅｍｕｒｉ」であり、ここで、Ｑ及びＱ’両方におけるスペース
で区切られた固有の語の総数は、３、すなわち、語「ｋｕｒｕｍａ」、「ｓｏｒａ」、及
び「ｋｅｍｕｒｉ」である。従って、Ｑ及びＱ’におけるスペースで区切られた固有の共
起語の数と、Ｑ及びＱ’両方におけるスペースで区切られた固有の共起語の総数との商は
、１／３である。更に、１と計算された商との間の差は、２／３である。値２／３は、「
ｗｏｒｄｒ」レジスタに割り当てられ、クエリーＱ’に対する類似性スコアを計算するた
めに、表Ａに示す類似性スコア関数によって使用される。
【００５８】
　図６は、クエリーの候補セットから選択されたクエリーＱ’との比較において、数字が
１つ又はそれよりも多くの日本語書記体系に従って書かれた所定のクエリーＱに固有であ
るか否かを判断する方法の一実施形態を示している。図６に示す実施形態は、表Ａに示す
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類似性スコア関数によって使用される「数字」関数の一実施形態を提供する。
　所定のクエリーＱ’は、１つ又はそれよりも多くの書記体系に従って書かれたクエリー
から構成される候補セットから選択される（段階６０５）。所定のクエリーＱにおける数
字が、クエリーＱ’に現れないか否かを判断するための検査が行われる。例えば、所定の
クエリーＱは、日本語漢数字「六十八」（アラビア数字「６８」によって表される値に対
応する）を包含することができ、所定のクエリーＱ’は、日本語漢数字「九十八」（アラ
ビア数字「９８」によって表される値に対応する）を包含することができる。従って、段
階６１０で行われる検査は、日本語漢数字「六」がクエリーＱ’に現れない場合、日本語
漢数字「六」がクエリーＱに固有であると判断する。同様に、所定のクエリーＱは、日本
語漢字文字とアラビア数字の「楽天２００５」を含むことができ、所定のクエリーＱ’は
、日本語漢字文字とアラビア数字の「楽天２００４」を含むことができる。段階６１０で
行われる検査は、アラビア数字５がクエリーＱ’に現れない場合、アラビア数字５がクエ
リーＱに固有であると判断する。
【００５９】
　数字がクエリーＱに現われて、クエリーＱ’に現われないと識別された場合、「数字」
レジスタは、クエリーＱが、クエリーＱ’にない数字を包含することを示す値１に設定さ
れる（段階６２０）。本発明の一実施形態によると、「数字」レジスタは、所定の数値を
記憶するためのメモリデバイスを含む。
　代替的に、Ｑ’が、クエリーＱに現われる１つ又はそれよりも多くの数字の各々を包含
する場合、クエリーＱ’の数字がクエリーＱに現われないか否かを判断するための付加的
な検査が行われる（段階６１５）。クエリーＱ’が、クエリーＱに現われない数字を包含
する場合、上述の「数字」レジスタは、クエリーＱ’が、Ｑ’に固有の数字を包含するこ
とを示す値１に設定される（段階６２０）。代替的に、クエリーＱがＱ’における１つ又
はそれよりも多くの数字の各々を包含する場合、「数字」レジスタは、クエリーＱ’にお
ける１つ又はそれよりも多くの数字がクエリーＱに現われること及び逆も同様に示す０に
設定される（段階６２５）。「数字」レジスタに割り当てられる値、０又は１のいずれか
は、クエリーＱ’に対する類似性スコアを計算するために、表Ａに示す類似性スコア関数
によって使用される。
【００６０】
　図７は、表Ａに示す類似性スコア関数によって使用される「ｋａｎｊｉｄ」関数の一実
施形態を示している。１つ又はそれよりも多くの日本語書記体系に従って書かれる所定の
クエリーＱが受け取られる（段階７０５）。クエリーＱが１つ又はそれよりも多くの日本
語漢字文字を包含するか否かを判断するための検査が行われる（段階７１０）。クエリー
Ｑがいずれの漢字文字も包含しない場合、「ｋａｎｊｉｄ」レジスタは、０に設定され（
段階７０８）、ここで、「ｋａｎｊｉｄ」レジスタは、所定の数値を記憶するためのメモ
リデバイスを含むことができる。代替的に、クエリーＱが１つ又はそれよりも多くの漢字
文字を包含する場合、クエリーＱ’が、クエリーの候補セットから選択される（段階７１
５）。
【００６１】
　候補セットから選択されたクエリーＱ’が、１つ又はそれよりも多くの漢字文字を包含
するか否かを判断するための検査が行われる（段階７２０）。クエリーＱ’がいずれの漢
字文字も包含しない場合、上述の「ｋａｎｊｉｄ」レジスタは、０に設定される（段階７
０８）。対照的に、Ｑ’が１つ又はそれよりも多くの漢字文字を包含する場合、Ｑ及びＱ
’における１つ又はそれよりも多くの漢字でない文字が取り除かれる（段階７２２）。そ
の後、クエリーＱ及びクエリーＱ’に共起する固有の漢字文字の数が識別される（段階７
２５）。例えば、漢字でない文字を取り除いた後、クエリーＱが、漢字文字「楽天市場」
から構成され、漢字でない文字を取り除いた後、クエリーＱ’が、漢字文字「楽天」から
構成される場合、Ｑ及びＱ’における固有の共起漢字文字の数は、２、すなわち、「楽天
」である。
【００６２】
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　その後、Ｑ及びＱ’両方における固有の漢字文字の総数が識別される（段階７２７）。
例えば、漢字文字「楽天市場」から構成されるＱ及び漢字文字「楽天」から構成されるＱ
’両方における固有の漢字文字の総数は、６、すなわち、クエリーＱからの固有の漢字文
字「楽天市場」とクエリーＱ’からの固有の漢字文字「楽天」である。共起する漢字文字
の数と総固有漢字文字との商が計算される（段階７３０）。「ｋａｎｊｉｄ」レジスタは
、１と計算された商との間の差の値に設定される（段階７３５）。「ｋａｎｊｉｄ」レジ
スタ値は、Ｑ’に対する類似性スコアを計算するために、表Ａに示す類似性スコア関数に
よって使用される。
【００６３】
　図８は、１つ又はそれよりも多くの日本語書記体系に従って書かれた所定のクエリーＱ
と、クエリーの候補セットから選択されたクエリーＱ’との接頭辞において重なる文字の
数を識別し、更に、第１文字の不一致まで各クエリーの最左端の文字の比較から始めて比
較を継続させる方法の一実施形態を示している。図８に示す方法は、表Ａに示す類似性ス
コア関数によって利用されるｏｐｒ関数の一実施形態を示している。
【００６４】
　１つ又はそれよりも多くの日本語書記体系に従って書かれた所定のクエリーＱが、ロー
マ字形式に変換される（段階８０５）。クエリーＱ’が、クエリーの候補セットから選択
される（段階８１０）。クエリーＱ’を含む１つ又はそれよりも多くの文字が、ローマ字
形式であるか否かを判断するための検査が行われる（段階８１５）。クエリーＱ’を含む
１つ又はそれよりも多くの文字がローマ字形式でない場合、文字が、ローマ字に変換され
る（段階８２０）。Ｑ’を含む文字が既にローマ字形式である場合、又はＱ’を含む１つ
又はそれよりも多くの文字がローマ字形式に変換された後に、クエリーＱ及びクエリーＱ
’の第１ローマ字文字が選択される（段階８２５）。
【００６５】
　クエリーＱから選択された第１文字とクエリーＱ’から選択された第１文字とが適合す
るか否かを判断するための検査が行われる（段階８３５）。Ｑ及びＱ’から選択された第
１文字が適合しない場合、処理は終了する（段階８３０）。代替的に、選択された文字が
適合した場合、クエリーＱ及びクエリーＱ’に対する文字適合が識別されたことを示す文
字適合計数レジスタが増分される（段階８５０）。本発明の一実施形態によると、文字適
合計数レジスタは、値０で初期化され、クエリーＱ及びクエリーＱ’からの文字が適合と
して識別された場合に増分される。
【００６６】
　Ｑ及びＱ’からの次の文字が選択され（段階８４０）、次の文字が適合するか否かを判
断するための検査が行われる（段階８３５）。Ｑ及びＱ’から選択された文字が適合しな
い場合、文字適合計数レジスタは増分されず、処理は終了する（段階８３０）。処理が終
了した場合（段階８３０）、文字適合計数レジスタの値は、Ｑ及びＱ’において適合する
文字の数を示すことになる。文字適合計数レジスタの値は、クエリーＱ’に対する類似性
スコアを計算するために、表Ａに示す類似性スコア関数によって利用される。
【００６７】
　図９は、１つ又はそれよりも多くの日本語書記体系に従って書かれた所定のクエリーＱ
又はクエリーの候補セットから選択されたクエリーＱ’が非ローマ字文字を包含するか否
かを識別する方法の一実施形態を示している。図９に示す実施形態は、表Ａに示されてい
る類似性スコア関数によって使用される「日本語」関数を示している。
　１つ又はそれよりも多くの日本語書記体系に従って書かれた所定のクエリーＱが受け取
られる（段階９０５）。クエリーＱが１つ又はそれよりも多くの非ローマ字文字を包含す
るか否かを判断するための検査が行われる（段階９１０）。クエリーＱが１つ又はそれよ
りも多くの非ローマ字文字を包含する場合、「日本語」レジスタは、値１に設定される（
段階９０８）。本発明の一実施形態によると、「日本語」レジスタは、所定の数値を記憶
するためのメモリデバイスを含む。
【００６８】
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　クエリーＱが１つ又はそれよりも多くの非ローマ字文字を包含しない場合、クエリーＱ
’が、１つ又はそれよりも多くのクエリーを含む候補セットから選択される（段階９１５
）。クエリーＱ’が、１つ又はそれよりも多くの非ローマ字文字を包含するか否かを判断
するための検査が行われる（段階９２０）。クエリーＱ’が、１つ又はそれよりも多くの
非ローマ字文字を包含する場合、「日本語」レジスタは、値（「１」）に設定される（段
階９０８）。代替的に、クエリーＱ’が非ローマ字文字だけを包含する場合、「日本語」
レジスタは、値０に設定され（段階９２２）、その後、処理が終了する（段階９２５）。
「日本語」レジスタに保持される値は、クエリーＱ’に対する類似性スコアを計算するた
めに、表Ａに示す類似性スコア関数によって利用される。
【００６９】
　図１０は、全ての漢字及び非日本語文字が各それぞれのクエリーから取り除かれた後、
所定のクエリーＱ及びクエリーＱ’の間の文字編集距離を判断する方法の一実施形態を示
している。図１０に示されている方法は、表Ａに示す類似性スコア関数によって利用され
るｌｅｖｋ関数の一実施形態を示している。
　図１０に示すように、所定のクエリーＱ’が、クエリーの候補セットから選択される（
段階１００５）。１つ又はそれよりも多くの日本語書記体系に従って書かれたクエリーＱ
’又は所定のクエリーＱが、１つ又はそれよりも多くの漢字文字を包含するか否かを判断
するための検査が行われる（段階１０１０）。クエリーＱ又はクエリーＱ’のいずれかが
、１つ又はそれよりも多くの漢字文字を包含する場合、各それぞれのクエリーにおける漢
字文字が、かな文字に変換される（段階１０１５）。例えば、クエリーＱは、「人２００
」のような漢字文字とアラビア数字の両方から構成される。漢字文字をかな文字に変換し
た後、クエリーＱは、文字「ひと２００」を含むことができる。
【００７０】
　クエリーＱ又はクエリーＱ’のいずれも漢字文字を包含しない場合、又は各それぞれの
クエリーにおける全ての漢字文字がかな文字に変換された後に、いずれかのクエリーが非
日本語文字を包含するか否かを判断するための検査が行われる（段階１０２０）。本発明
の一実施形態によると、非日本語文字は、１つ又はそれよりも多くの日本語書記体系に従
って書かれていない文字を含む。例えば、クエリーＱが、「ひと２００」のようなかな文
字とアラビア数字を含む場合、アラビア数字「２００」は、非日本語文字を構成すること
ができる。
【００７１】
　クエリーＱ又はクエリーＱ’のいずれかが、非日本語文字を包含する場合、非日本語文
字が取り除かれる（段階１０２５）。上述の実施例に関して、クエリーＱから非日本語文
字、すなわち、アラビア数字「２００」を取り除いた後、クエリーＱは、かな文字「ひと
」を含むことができる。クエリーＱ又はクエリーＱ’のいずれも非日本語文字を包含しな
い場合、又は全ての非日本語文字が取り除かれた後に、ＱとＱ’間の文字編集距離が計算
される（段階１０３０）。クエリーＱとクエリーＱ’間の文字編集距離は、Ｑ’に対する
類似性スコアを計算するために、表Ａに示す類似性スコア関数によって使用される。
【００７２】
　図１１は、表Ａに示す類似性スコア関数によって利用される「ｐ１２ｍｉｎ」関数の一
実施形態を示している。本発明の一実施形態によると、「ｐ１２ｍｉｎ」関数は、所定の
クエリーＱに続く所定のクエリーＱ’のクエリー置換確率を計算し、所定の語句Ｐに続く
語句Ｐ’の語句置換を計算するために使用される。例えば、１つ又はそれよりも多くのク
エリーログは、クエリーセッション中に所定のユーザによって提出された１つ又はそれよ
りも多くのクエリー及び語句を識別する段階を保持することができる。クエリーログは、
例えば、ユーザがクエリーＱをどのように精錬したか、ユーザがクエリーＱをどのように
書き換えたか、クエリーＱを表すためにユーザが複数の書記体系を有する言語の１つ又は
それよりも多くの代替書記体系をどのように利用したかなどの指示を提供するために、ユ
ーザによって提出された１つ又はそれよりも多くのクエリー及び語句の順序を識別するこ
とができる。クエリーログは、更に、１人又はそれよりも多くのユーザが、１つ又はそれ
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よりも多くのクエリー又は語句を提出した頻度を指示することができる。
【００７３】
　所定のクエリーＱが１つ又はそれよりも多くのクエリーログに現われる頻度が識別され
る（段階１１０５）。所定のクエリーＱ’が、クエリーの候補セットから選択される（段
階１１１０）。１つ又はそれよりも多くのクエリーログのいずれかにおいてクエリーＱ’
がクエリーＱに続くか否かを判断するための検査が行われる（段階１１１５）。本発明の
一実施形態によると、所定のユーザのクエリーセッションに対してクエリーログにおいて
クエリーＱ’がクエリーＱに続くか否かを判断するための検査が行われ、クエリーセッシ
ョンは、所定の期間にユーザによって提出された１つ又はそれよりも多くのクエリーを含
むことができる。
【００７４】
　クエリーＱ’が、１つ又はそれよりも多くのクエリーログのいずれかにおいてクエリー
Ｑに続かない場合、「ｐ１２ｍｉｎ」レジスタは、０に設定され（段階１１２５）、「ｐ
１２ｍｉｎ」レジスタは、所定の数値を記憶するためのメモリデバイスを含むことができ
る。代替的に、クエリーＱ’が、クエリーログの１つ又はそれよりも多くにおいてＱに続
くものとして識別された場合、クエリーＱ’がクエリーログにおいてクエリーＱに続く頻
度が識別される（段階１１２０）。「ｐ１２ｍｉｎ」レジスタは、クエリーＱ’がクエリ
ーログにおいてクエリーＱに続く頻度と、クエリーログにおけるクエリーＱの頻度との商
の値に設定される（段階１１４０）。例えば、クエリーＱがクエリーログに１２回現われ
、Ｑ’がクエリーログにおいてクエリーＱに７回続く場合、「ｐ１２ｍｉｎ」レジスタは
、値「７／１２」に設定される。
【００７５】
　当業者は、図３から１１に示し、かつ表Ａに示す類似性スコア関数によって利用される
関数が日本語に制限されないこと、及び複数の書記体系を有する１つ又はそれよりも多く
の言語に対して修正することができることを認識する。当業者は、更に、表Ａに示す類似
性スコア関数は、複数の書記体系を有する言語の１つ又はそれよりも多くの書記体系に従
って書かれた所定のクエリーに対する類似性スコアを計算するために図３から１１に示さ
れている関数の１つ又はそれよりも多くの組合せを利用することができることを認識する
。
【００７６】
　本発明を好ましい実施形態に関連して説明して例証したが、当業者には明らかなように
、本発明の精神及び範囲から逸脱することなく多くの変形及び変更を行うことができ、本
発明は、従って、そのような変形及び変更が本発明の範囲に含まれるように意図している
ので、上述の方法又は構成の厳密な詳細に制限されないものとする。
【図面の簡単な説明】
【００７７】
【図１】本発明の一実施形態による複数の書記体系を有する言語の１つ又はそれよりも多
くの書記体系の組合せに従って書かれた１つ又はそれよりも多くの関連するクエリーを識
別するためのシステムを示すブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態による複数の書記体系を有する言語の１つ又はそれよりも多
くの書記体系の組合せに従って書かれた１つ又はそれよりも多くの関連するクエリーを選
択する方法の一実施形態を示す流れ図である。
【図３】本発明の一実施形態による複数の書記体系を有する言語の１つ又はそれよりも多
くの書記体系に従って書かれた２つのクエリーの間の文字編集距離を計算する方法の一実
施形態を示す流れ図である。
【図４】本発明の一実施形態による複数の書記体系を有する言語の１つ又はそれよりも多
くの書記体系に従って書かれた２つのクエリーの間の文字編集距離を計算するための別の
実施形態を示す流れ図である。
【図５】本発明の一実施形態による複数の書記体系を有する言語の１つ又はそれよりも多
くの書記体系に従って書かれた２つのクエリーの間の語編集距離を計算する方法の一実施
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形態を示す流れ図である。
【図６】本発明の一実施形態による複数の書記体系を有する言語の１つ又はそれよりも多
くの書記体系に従って書かれた２つのクエリーに現れる数字の差を識別する方法の一実施
形態を示す流れ図である。
【図７】本発明の一実施形態による書記体系の１つのみの文字を考慮に入れて複数の書記
体系を有する言語の１つ又はそれよりも多くの書記体系に従って書かれた２つのクエリー
の間の文字編集距離を計算する方法の一実施形態を示す流れ図である。
【図８】本発明の一実施形態による複数の書記体系を有する言語の１つ又はそれよりも多
くの書記体系に従って書かれた２つのクエリーの接頭辞に重なった文字の数を識別する方
法の一実施形態を示す流れ図である。
【図９】本発明の一実施形態による複数の書記体系を有する言語の１つ又はそれよりも多
くの書記体系に従って書かれた２つのクエリーが非ローマ字文字を有するか否かを識別す
る方法の一実施形態を示す流れ図である。
【図１０】本発明の一実施形態による複数の書記体系を有する言語の１つ又はそれよりも
多くの書記体系に従って書かれた２つのクエリーの間の文字編集距離を両方のクエリーが
所定の書記体系に変換された後に計算する方法の一実施形態を示す流れ図である。
【図１１】本発明の一実施形態による複数の書記体系を有する言語の１つ又はそれよりも
多くの書記体系に従って書かれた２つのクエリーのクエリー及び語句置換確率を計算する
方法の一実施形態を示す流れ図である。
【符号の説明】
【００７８】
　１００　検索プロバイダ
　１０７　検索エンジン
　１０８　データ記憶装置
　１２２　ネットワーク
　１２４ａ、１２４ｂ、１２４ｃ　クライアントデバイス
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